
ＪＴＢ交流文化賞　受賞地域のいま―
持続的な交流の創造

留学生スキーインストラクター「おもてなしスノーレンジャー」
育成プロジェクト～北海道のスキー文化の発展と
ローカルスキー場の存続と活性化のために～

ＮＰＯ法人おもてなしスノーレンジャー（北海道札幌市）
　第回（年度）優秀賞

漁師が帰りたくなる港へ

―気仙沼つばき会による女性目線の観光・まちづくり

気仙沼つばき会（宮城県気仙沼市）
　第回（年度）優秀賞

ロ
ー
カ
ル
ス
キ
ー
場
　

活
性
化
へ

交
流
文
化
賞
受
賞
の
声

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
に
地
域
交
流
拡
大
を

交
流
文
化
賞
受
賞
の
声 持続的な取り組みにＪＴＢから太鼓判
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　北海道にはパウダースノーを求めるスキ
ーヤーが世界中から訪れる。アジアの旅行
者が増加しているが、スキー初心者が多く、
レッスンの要望が増えてきた。しかし、外
国語で指導できるインストラクターは少な
い。特に英語以外の言語への対応が課題。
日本人インストラクターに外国語を習得し
てもらうより、北海道在住の外国人にスキ
ーを習得してもらう方が早いのでは。スキ
ー・観光関係者が着目したのが留学生だ。

　留学生スキーインストラクター「おもて
なしスノーレンジャー」の育成プロジェク
トが年、産学官連携チームによって始
められた。留学生に理論・実技講習を提供
し、認定指導員の資格を取得してもらう。
こうして誕生したインストラクターがスキ
ーレッスンに活躍している。同時に、彼ら
が自分たちの活動や北海道の魅力をＳＮＳ
で発信したことが宣伝効果を生み、外国人
スキー客の誘致拡大に貢献している。

　宮城県気仙沼市は、魚市場とその周辺の
水産業が町の中心産業。気仙沼の港は、か
つて航海に出る船を見送る「出船おくり」
でにぎわっていた。威勢のいい演歌を流し
ながら港を出ていく漁船、風に舞う七色の
テープ、手を振り見送る人々……。しかし、
そんな風景は、漁業資源保護のための減船、
収益性の低下による外国人船員の増加など
により、だんだん規模も小さく、少なくな
っていった。

　そんな状況に危機感を抱いたのが、市内
の女性でつくる「気仙沼つばき会」だった。
それまでは、家族や関係者だけで行ってい
た出船おくりを、一般市民や観光客を巻き
込んでイベント化し、にぎわいを取り戻し
た。さらには、気仙沼魚市場を巨大な朝食
会場にした「市場で朝めし。」の開催や、
気仙沼のヒーローである漁師たちに光を当
てた「気仙沼　漁師カレンダー」の制作な
ど、町を活性化する活動を継続している。

　
第

回
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」
の
募
集
が
８
月
１

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
交
流
の
創
造
に
よ
り
地
域
活
性
化

を
目
指
す
「
持
続
可
能
な
取
り
組
み
」
を
応
援
す
る
賞

で
、
受
賞
後
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
受
賞
地
域
と
が
さ
ら
に
連

携
を
深
め
て
い
く
。
こ
こ
で
は
共
に
第

回
優
秀
賞
に

輝
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
も
て
な
し
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー

（
北
海
道
札
幌
市
）
と
気
仙
沼
つ
ば
き
会
（
宮
城
県
気

仙
沼
市
）
の
取
り
組
み
の
今
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

昨シーズンの講習で認定指導員に合格した人

実技講習でのレッスン

スキーの楽しさも実感

大漁旗を振ってサンマ船を見送る出船おくり

大きな焼きサンマに顔もほころぶ（市場で朝めし。）

漁師カレンダーのチラシ

　
受
賞
を
契
機
に
取
り
組
み
へ

の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
。
地
元

住
民
も
、
地
域
活
性
化
に
果
た

す
ス
キ
ー
の
価
値
を
再
認
識
し

た
。
事
業
の
実
施
に
は
財
源
が

課
題
な
の
で
、
応
援
し
て
く
れ

る
賛
助
会
員
を
募
っ
て
持
続
的

な
取
り
組
み
に
し
て
い
く
。

　
来
年
は
札
幌
で
冬
季
ア
ジ
ア

大
会
が
あ
る
。
２
０
１
８
年
は

韓
国
・
平
昌
で
冬
季
五
輪
、


年
は
中
国
・
北
京
で
冬
季
五
輪
。

ア
ジ
ア
の
ス
キ
ー
人
口
は
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
ス
キ
ー
に
よ

る
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
も
て
な
し

ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
副
理

事
長
の
安
田
氏

気
仙
沼
つ
ば
き
会

会
長
　

橋
氏

　
地
域
の
取
り
組
み
が
全
国
に

数
あ
る
中
で
、
私
た
ち
の
団
体

が
入
賞
す
る
の
は
信
じ
ら
れ
な

い
気
持
ち
だ
っ
た
。

　
つ
ば
き
会
の
み
ん
な
は
、
気

仙
沼
を
盛
り
上
げ
た
い
一
心

で
、
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
喜
び

な
が
ら
楽
し
み
な
が
ら
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の

団
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
自

慢
だ
。

　
す
ご
い
賞
を
も
ら
っ
た
ね
と

対
外
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「
こ
こ
は
し
っ
か
り
と

し
た
団
体
だ
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
太

鼓
判
を
押
し
て
も
ら
っ
た
よ
う

な
感
じ
だ
。

　「
お
も
て
な
し
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
募
集
は
、
札
幌
市
を
中
心
に
道
内
に

約
２
７
０
０
人
い
る
留
学
生
を
対
象
に

大
学
な
ど
を
通
じ
て
行
う
。
受
講
希
望

者
は
年
々
増
え
て
い
る
。

年
度
の
応

募
者
は

人
、

年
度
は

人
だ
っ
た

が
、

年
度
は

人
に
上
り
、
書
類
選

考
を
実
施
し
た
ほ
ど
。

年
度
の
受
講

者
は
定
員
い
っ
ぱ
い
の

人
で
、

人

が
ス
キ
ー
の
技
能
を
認
定
す
る
「
Ｓ
Ａ

Ｊ
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
２
級
」
に
合
格
し
、

初
心
者
の
指
導
に
必
要
な
北
海
道
ス
キ

ー
連
盟
の
「
Ｓ
Ａ
Ｈ
認
定
指
導
員
」
の

資
格
を
取
得
し
た
。

　
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
こ
れ
ま
で

の
３
カ
年
で

人
誕
生
し
て
い
る
。
現

在
道
内
に
居
住
し
て
い
る
の
は

人

（
中
国

人
、
台
湾
４
人
）
。
留
学
期

間
を
終
え
た
後
、
帰
国
せ
ず
に
道
内
の

企
業
に
就
職
し
た
メ
ン
バ
ー
が
い
る
ほ

か
、
あ
る
台
湾
の
男
性
は
、
さ
ら
に
上

級
の
Ｓ
Ａ
Ｊ
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
１
級
に
合

格
し
、
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
道
内
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
中
国
を
中
心
と
す

る
個
人
客
か
ら
レ
ッ
ス
ン
の
希
望
が
増

え
た
。
母
国
語
の
指
導
へ
の
ニ
ー
ズ
は

高
く
、
札
幌
市
内
の
ス
キ
ー
場
か
ら
は

『
来
シ
ー
ズ
ン
は
毎
日
３
人
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
送
っ
て
ほ
し
い
』
と
い

う
依
頼
を
受
け
て
い
る
」
。
ス
ノ
ー
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
育
成
、
ス
キ
ー
場
と
の
連

絡
・
調
整
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
も
て

な
し
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
副
理
事

長
、
安
田
稔
幸
氏
は
そ
う
話
す
。
道
内

各
地
の
ス
キ
ー
場
か
ら
派
遣
依
頼
は
あ

る
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
学
業
や

仕
事
、
移
動
手
段
の
都
合
で
現
状
で
は

札
幌
市
の
テ
イ
ネ
ス
キ
ー
場
、
藻
岩
山

ス
キ
ー
場
な
ど
が
活
動
の
中
心
だ
。

　
事
業
開
始
か
ら
３
年
目
だ
っ
た
昨
年

度
も
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
の
受
賞
な

ど
で
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
注
目
が
集

ま
り
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が

相
次
い
だ
。
現
在
も
、
道
内
の
ス
キ
ー

場
が
加
盟
す
る
北
海
道
索
道
協
会
か
ら

安
田
氏
の
も
と
に
道
内
各
地
の
研
修
会

で
の
講
演
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
以
降
も
毎
年

人
程
度
の
受

講
者
を
募
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

増
や
し
、
活
動
の
場
を
札
幌
周
辺
の
ス

キ
ー
場
や
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ロ
ー
カ
ル
ス
キ
ー
場
へ
と
広

げ
た
い
考
え
だ
。
「
少
子
高
齢
化
や
施

設
の
老
朽
化
で
閉
鎖
と
な
る
ロ
ー
カ
ル

ス
キ
ー
場
が
増
え
て
い
る
。
住
民
に
長

年
親
し
ま
れ
、
北
海
道
の
ス
キ
ー
文
化

を
支
え
て
き
た
ロ
ー
カ
ル
ス
キ
ー
場
に

外
国
人
客
を
増
や
し
た
い
」と
安
田
氏
。

　
ロ
ー
カ
ル
ス
キ
ー
場
の
活
性
化
の
ヒ

ン
ト
に
な
り
そ
う
な
事
例
が
、

年
２

月
に
北
海
道
で
実
施
さ
れ
た
中
国
・
上

海
の
小
中
学
生

人
に
よ
る
ウ
イ
ン
タ

ー
キ
ャ
ン
プ
。
上
海
の
テ
レ
ビ
局
の
主

催
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
が
手
配
を
担
当

し
、
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
ス
キ
ー
を

指
導
し
た
。
「
こ
の
時
は
札
幌
、
留
寿

都
の
ス
キ
ー
場
で
の
活
動
だ
っ
た
が
、

ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
指
導
は
と
て
も

好
評
だ
っ
た
。
ス
キ
ー
以
外
の
活
動
も

周
辺
観
光
、
雪
の
中
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
滞
在
全
体
を
通
じ
て
満
足
し
て

も
ら
え
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
は
ロ
ー
カ
ル
ス
キ
ー
場
で
十
分
に

対
応
で
き
、
訪
日
ス
キ
ー
教
育
旅
行
の

誘
致
に
可
能
性
を
感
じ
た
」（
安
田
氏
）。

　
外
国
人
ス
キ
ー
客
の
誘
致
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
旅
行
会
社
へ
の
期
待
が
大
き

い
。ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
成
功
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
が
、
札
幌
市
内
の
中
学

校
へ
の
学
校
訪
問
を
提
案
す
る
な
ど
、

ビ
ザ
（
査
証
）
が
免
除
に
な
る
教
育
旅

行
に
組
み
立
て
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ

と
い
う
。
安
田
氏
は
「
こ
う
し
た
提
案

は
旅
行
会
社
に
し
か
で
き
な
い
。
Ｊ
Ｔ

Ｂ
を
は
じ
め
旅
行
会
社
と
連
携
し
て
誘

客
に
努
め
た
い
」
と
話
す
。

　
軍
艦
マ
ー
チ
や
演
歌
が
流
れ
、
漁
業

関
係
者
や
船
員
の
家
族
が
「
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」と
言
っ
て
手
を
振
る
な
か
、

マ
グ
ロ
船
や
サ
ン
マ
船
が
紙
テ
ー
プ
を

引
い
て
港
を
出
て
い
く
。
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
女
将
を
中
心
と
す
る
女
性
の
組
織

「
気
仙
沼
つ
ば
き
会
」
が
、
こ
の
出
船

お
く
り
を
観
光
客
も
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
企
画
し
、
始
め
た
の
は
２

０
１
０
年
５
月
。
そ
の
翌
年
の

年
３

月

日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
る
。

　
気
仙
沼
つ
ば
き
会
の

橋
和
江
会
長

は
「
産
業
が
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
、
こ

の
町
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
危

機
感
を
み
ん
な
が
感
じ
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。
震
災
を
き
っ
か
け
に
気
仙

沼
つ
ば
き
会
の
活
動
方
針
が
変
わ
る
こ

と
に
な
る
。
「
と
に
か
く
不
安
で
、

『
こ
の
町
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
』
と
気

仙
沼
の
存
在
を
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
た
。
観
光
客
を
も
て
な

す
と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
会
だ

が
、
震
災
に
よ
っ
て
、
お
も
て
な
し
よ

り
も
、
漁
業
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
っ
た
り
、
そ
の
情
報
を
発
信
し
た

り
し
て
気
仙
沼
の
町

を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
」
。

　
震
災
が
契
機
と
な

っ
て
生
ま
れ
た
情
報

発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ

に
、

年

月
に
発

売
し
た
「
漁
師
カ
レ

ン
ダ
ー
」
が
あ
る
。

「
我
ら
が
漁
師
は
か

っ
こ
い
い
ぞ
と
い
う

こ
と
を
み
ん
な
に
自

慢
し
た
い
と
思
っ

た
」
と

橋
会
長
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
１
年

間
、
目
に
す
る
も
の

な
の
で
、
人
の
心
に

刷
り
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
発
想
で

企
画
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
気
仙
沼
つ
ば
き
会
と
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
も
震
災
が
き
っ

か
け
だ
。

年

月
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
被

災
地
応
援
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
始
。
参

加
者
が
瓦
礫
の
撤
去
や
地
場
産
業
の
手

伝
い
を
す
る
と
い
う
ツ
ア
ー
で
、
気
仙

沼
つ
ば
き
会
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
月
１
台

ぐ
ら
い
来
る
大
型
バ
ス
に
１
人
か
２
人

乗
り
込
み
、
町
を
案
内
す
る
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
役
を
引
き
受
け
た
。
夜
の
座
談
会

に
も
加
わ
っ
た
。
「
震
災
後
の
復
興
の

仕
事
も
あ
り
日
々
が
過
酷
で
、
時
間
を

割
く
の
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。で
も
、

共
に
手
を
取
っ
て『
応
援
し
て
い
る
よ
』

『
あ
り
が
と
う
』
と
い
っ
た
都
会
の
女

性
た
ち
と
の
交
流
は
と
て
も
意
義
が
あ

っ
た
」
。
温
か
い
気
持
ち
を
持
つ
人
た

ち
と
接
す
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
Ｊ

Ｔ
Ｂ
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
震
災
１
年
後
ぐ
ら
い
か
ら
一
般
の
人

が
こ
な
せ
る
復
興
の
作
業
が
な
く
な
っ

て
く
る
と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ツ
ア
ー
は
徐
々

に
「
酒
の
海
中
貯
蔵
」
や
「
海
の
カ
キ

を
食
す
会
」
な
ど
体
験
型
の
内
容
に
変

化
し
て
い
っ
た
。
観
光
で
地
域
に
貢
献

す
る
の
が
狙
い
だ
。
ま
た
、
出
船
お
く

り
イ
ベ
ン
ト
が
本
格
的
に
復
活
し
た
震

災
か
ら
３
年
目
、
そ
の
つ
ば
き
会
の
活

動
を
応
援
す
る
ツ
ア
ー
も
組
ん
で
く
れ

た
。

　
昨
年
に
「
第

回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化

賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

橋
会
長

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が

今
後
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
私
た
ち
に
な

い
発
信
力
や
企
画
力
を
持
っ
て
い
る
」

と
語
る
。

　
ま
た
、

月
第
４
日
曜
日
の
「
市
場

で
朝
め
し
。
」
と
い
っ
た
気
仙
沼
つ
ば

き
会
の
取
り
組
み
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
知
恵
を

借
り
て
盛
り
上
げ
た
い
と

橋
さ
ん
。

「
町
に
は
ま
だ
震
災
で
う
つ
む
い
た
ま

ま
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
私
た
ち
が

外
の
人
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う

に
、
外
の
人
た
ち
と
も
っ
と
交
流
す
る

こ
と
で
元
気
に
な
る
地
元
の
人
が
増
え

た
ら
う
れ
し
い
」
。

https://www.jtb.co.jp/chiikikoryu/koryubunkasho/

